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『道』というタイトルの詩…。元々は、一休禅師の言葉だといわれていますが、一般にはアントニオ
猪木が引退セレモニーのリング上で、ファンに送った最後のメッセージとして知られています。
田邊教授は、何か新しいことにチャレンジするとき、いつもこの詩を思い浮かべ、そして新しい道を

切り開かんとする若者に、この詩を贈ってきたそうです。
島根大学医学部内科学講座第四も、常に前向きにチャレンジすることを忘れず、ただひたすらに医師

としての『道』を進んでいこう…そういう想いを込めて、この『道』というタイトルを選びました。

～　タイトル『道』の由来について　～

この道を行けば
どうなるものか
危ぶむ無かれ
危ぶめば道はなし
踏み出せば

その一足が道となり
その一足が道となる
迷わず行けよ
行けばわかるさ

『道』
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2023年７月　医局説明会

2023年11月　日本循環器学会中国地方会（米子）にて

2023年９月　３年生講座配属

2023年９月　サッカー部OB戦

2023年10月　Echo Heart Izumo開催

教 授 挨 拶 内科学講座内科学第四

教授　田邊 一明

皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。長く暑い夏から秋の気配を感じる暇もな
く、一気に季節が進みました。2023年夏以降は平常を
取り戻し、何でも４年振りですが、学生・研修医向け
の医局説明会を開催して対面の手応えを感じました。
来春は循環器内科には３名の研修医が入局してくれま
す。一方で、サッカー部OB戦ではイメージしたプレー
と現実の違いに愕然とし、時間の流れを感じました。

遡って2020年、コロナ禍の始まり、臨床実習の学生
が病院立ち入り禁止となりました。 時を同じくして、
一流ジャーナルにコロナとキーワードがあれば論文投
稿と同時に掲載、という時期でもありました。病院に
入れなくなった臨床実習の学生に出した課題は、「コロ
ナに関する論文を読んで、自分がコロナの専門家のつ
もりでプレゼンしなさい」というものでした。最初の
グループに折角だから英語でプレゼンします、という
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2023年12月　TAVI通算200例到達

学生や岩田健太郎先生張りに原稿も見ずに面白いプレ
ゼンをする学生がおり、彼らの潜在能力に驚かされま
した。その中でコロナ感染症の収束のシミュレーショ
ンに関する論文を披露してくれたのが、緊急事態宣言
などの隔離期間と感染の波を繰り返しながら３年で収
束する、というものでした。振り返ればその通りだっ
たわけですが、当時はこのシミュレーションは信じた
くない、というのが私の思いでした（もっと早く終わっ
てほしい）。正常性バイアスが働き、大したことではな
いだろう、が大したことになった時間、「自分は何がで
きるか」、「自分は何を大事にしているか」を考えさせ
られました。

今から20年以上前（神戸中央市民病院時代）、患者
さんがしみじみと言われました。「先生、退職したらど
こか旅行しようなどと考えたらだめですよ。その時は
身体が動かんようになります（行けるときに行っとか
な）」。当時の私はまだ40歳代で当直明けに救急当番し
ても疲れない時代でした。目の前にある課題への取り
組みで日々精一杯であり、人生の先輩からの有り難い
言葉は引き出しの中にしまっておりました。コロナ禍
を経て、その言葉がしばらく開けていなかった引き出
しから飛び出してきたのです。この先、行ける学会、
招待されたパーティー、食事会、全部行って、人に会
おう、です。2023年11月４日には４年ぶりの集合形式

での内科学第四同門会総会・懇親会を開催することが
できました。お忙しい中、お集まりいただいた先生方、
ご都合で参加できなくても医局のことを考えていただ
いた先生方、全国でご活躍の同門の先生方、いつもあ
りがとうございます。またお会いできる機会を楽しみ
にしています。

循環器内科としましては、2023年12月にTAVI通算
200例に到達し、今年に開始しましたMitraClipも５例
を無事に行うことができました。「自分は背中で見せた
い」と日々取り組んできましたが、残りの時間を自分
の技術や経験の「継承」の時間として教育していきた
いと思っています。

腎臓内科の取り組みにつきまして 腎臓内科教授　神田 武志

と考えられます。地域連携としてかかりつけの先生方、
腎臓専門医の二人主治医体制で管理栄養士、運動療法
士、腎臓病療養指導士等コメディカルの方々と協力し
ながら早期介入、集学的治療をすすめ透析予防をすす
めていきたいと考えています。

教育、診療面については県内の腎臓専門医、隣県の
山口県の腎臓専門医の先生方と協力しながらWEBで症
例検討会を行って参ります。残念ながら両県とも腎臓
内科医が不足しており、皆でディスカッションを行い
病理の先生方のご協力を仰ぎながら症例を共有するこ
とにより若手医師の診療レベルの向上を図って参りま
す。

また、研究面では統合腎疾患制御研究・開発プログ
ラム（Program for Integrated Kidney Research and 
Advance: IKRA）が発足致しました。糖尿病性腎症、
ループス腎炎、腎移植など腎臓研究、診療を専門とす

来年度（令和６
年度）の腎臓内科
の取り組みにつき
ましてご報告致し
ます。 診療面で
はまず、 慢性腎
臓病、高血圧診療
を中心とした高齢
化対策を推進して
参ります。透析導

入患者の主要原疾患の第１位は糖尿病性腎症ですが、
近年、腎硬化症が慢性糸球体腎炎に代わって第２位と
なっています。腎硬化症は加齢、高血圧により進展し
ます。島根県内の高血圧有病率は高齢者の50％以上で
あり、高齢化率の高い島根県では腎硬化症による透析
導入率が全国よりも高く、今後更に重要になってくる
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る内分泌代謝内科、総合診療科、泌尿器科、膠原病内
科、臨床検査科、腎臓内科に加えて順天堂大学腎・高
血圧内科から上田誠二先生の研究グループをお招きし、
腎臓の老化制御を目的とした研究を推進して参ります。
今後とも腎臓内科にご指導、ご鞭撻を賜りますよう何
卒よろしくお願い申し上げます。
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学会・研究会発表（2023年春号以降）
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15.	 小林大悟、神田武志、岡　朋大、花田真希、大庭雅史．感染性腸炎、COVID19感染を契機として悪化した
IgA血管炎の１例．第129回日本内科学会中国地方会．2023.10.21（WEB開催）
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2023.11.18、米子
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20.	 竹内健悟、森田祐介、田邊淳也、山﨑誠太、安田　優、川原　洋、香川雄三、山口一人、佐藤寛大、渡邊伸英、
吉冨裕之、公受伸之、遠藤昭博、田邊一明．心筋解離を伴う心筋梗塞発症後３年後にCRT-Dを留置した重症
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21.	 山﨑誠太、竹内健悟、田邊淳也、安田　優、森田祐介、川原　洋、香川雄三、佐藤寛大、渡邊伸英、山口一人、
吉冨裕之、公受伸之、遠藤昭博、田邊一明．治療方針に悩んだ大動脈弁下狭窄の一例．第123回日本循環器学
会中国地方会．2023.11.18、米子

22.	 川波由佳、吉冨裕之、山﨑誠太、森田祐介、川原　洋、香川雄三、大内　武、渡邊伸英、山口一人、遠藤昭博、
田邊一明．悪性リンパ腫と診断し、化学療法が奏功した心臓腫瘍の一例．第123回日本循環器学会中国地方会．
2023.11.18、米子

23.	 田邊淳也、和田浩巳、末廣章一、山﨑誠太、安田　優、森田祐介、川原　洋、香川雄三、佐藤寛大、渡邊伸
英、山口一人、公受伸之、遠藤昭博、吉冨裕之、山﨑和裕、田邊一明．適切な抗生剤治療にも関わらず心エコー
図検査により経時的な疣腫の増大を認めた人工弁感染性心内膜炎の一例．第123回日本循環器学会中国地方会．
2023.11.18、米子

24.	 急性心不全と脳梗塞を合併し自動車運転再開支援と多職種で就労支援を行った若年DCMの１例．中尾珠里、
今岡　圭、江草典政、奥野智寛、大矢菜穂子、田邊淳也、馬庭壯吉．日本心臓リハビリテーション学会第９
回中国支部地方会．2023.11.18、米子
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第 71 回日本心臓病学会
学 会 報 告

田邊 一明

に比べて１）ガイドラインを遵守する、２）患者中心の
医療を提供する、３）予防医療を提供する、４）女性患
者に対してよりトラブルが少ない、５）患者とのコミュ
ニケーションが良好、という考察がされています。男
性医師の反論があるはずですが、女性、男性を問わず、
必要とされる医師として活躍できる環境が必要です。

医局からは田邊淳也先生、 国立循環器病研究セン
ターの坂本考弘先生が発表で、 新宿で行列のできる
ラーメン屋に連れて行ってもらいました。

第71回日本心臓病学会が９月８日～10日、東京・京
王プラザホテルで開催されました。 私はダイバーシ
ティ委員会セッション「循環器医療現場の働き方改革
～ダイバーシティへの取り組み」で「地方で循環器内
科医を育成する」の演題で発表しました。島根県は東
西に長い、ということを私たちは知っていますが、出
雲市から津和野まで道路の距離をGoogleマップで測り
ますと167kmとなり、学会の開催されている新宿から
西へ同じ距離を行くとどのあたりかと見てみますと、
神奈川県を超えて静岡市の手前まで行くことがわかり
ます。東京都庁から静岡までの距離を限られた基幹病
院で、しかも数人の循環器内科医で守ることの苦労が
伝わったでしょうか。 地域の循環器医療確保が課題、
女性循環器内科医師の活躍ができる環境が必要、環器
内科医を増やすために「医局は安全基地」としてある
ことを話しました。女性循環器内科医師の活躍できる
環境が必要ということに関しては、女性医師が主治医
になる方が男性医師が主治医であるよりも心不全の再
入院率が低いというデータがあります（Nakayama A, 
et al. Circ J 2019;83:1937）。女性医師の方が男性医師
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第 27 回日本心不全学会報告 田邊 一明

2023年10月６日～８日パシフィコ横浜ノースで第27
回日本心不全学会が開催されました。この学会は心不
全療養指導士や心不全診療に関わる多職種も参加され、
賑やかでした。ハートチームシンポジウム７「超高齢
者心不全の診療」では済生会江津総合病院・佐々木拡
志先生が「島根県江津市での多職種による心不全地域
連携の取り組み＜低左心機能重症心不全患者の在宅で
の看取りまで＞」の演題で発表されました。済生会江
津総合病院で精力的に取り組んでおられる心不全診療
の地域連携について披露され、江津モデルとして注目
されています。末期重症心不全の患者さんを在宅でモ
ルヒネを使用しながら看取る、というチーム医療は大

学病院でも参考にさせていただきました。佐々木先生
は全国学会デビューがシンポジウムでの発表でしたが、
立派に発表されました。江津のスタッフもたくさんか
けつけていただき、横浜中華街で楽しい懇親会ができ
ました。

新神戸きたむら内科 循環器・漢方クリニックの北村
順先生は教育講演で「心不全の漢方治療」 について、
今や循環器診療における漢方治療の第一人者として講
演されました。大会長の東京慈恵医大・吉村道博先生
が「北村先生の言う通りにして、みんなよくなるんだ
よ」と感激されていました。

学 会 報 告
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同 門 会 長 挨 拶 佐藤内科クリニック　佐藤 秀俊

朝晩に肌寒さを感じるようになってまいりましたが、
同門会員、そして医局員の皆様には益々御清栄の事と
お慶び申し上げます。新型コロナ感染症が減少傾向に
はあるもののインフルエンザとの同時流行で、皆様に
は変わらず毎日お忙しいことと拝察いたします。どう
かご自愛くださいますようお願い申し上げます。

令和５年度の同門会総会を本年11月４日土曜日にホ
テルニューウエルシティにて無事開催することが出来
ました。久しぶりの完全対面形式であり、私も準備段
階から試行錯誤でしたが、医局秘書様の多大なるご協
力を得て、以前のことを思い出しながら何とか開催い
たしました。至らぬ点が多々あったことと思いますが、
どうかご容赦の程よろしくお願いいたします。またご
協力、ご参加いただきました皆様に心より感謝申し上

りいただき、 佐藤寛大助教による留学報告を兼ねた
MitraClipについてのご講演をしていただきました。コ
ロナ禍で大変な中、単身で渡米されたくさんの業績を
上げて帰国された佐藤寛大先生には大変感服いたしま
した。これからも母校での更なるご活躍を祈念してお
ります。

げます。今までは心腎血管研究会を行い、その後場所
を移動して同門会総会を開催しておりましたが、昨今
の製薬会社の取り決めなどにより研究会の後援をして
いただくことができなくなり、 田邊教授とご相談し、
今回より同門会総会の第一部として同門会員による講
演、第二部を今までのような食事会にすることといた
しました。今回の第一部は田邊教授に座長の労をお取

同門会ゴルフ幹事  井上 慎一
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ます。これからも更に内科学講座内科学第四が発展す
ることを願い、同門会として全力で応援させていただ
きます。

今後とも私と井上副会長に皆様のお力添えをいただ
きますようどうかよろしくお願い申し上げます。

間を皆さんと作ることが出来て感謝申し上げます。次
回は令和６年５月19日（日）に開催予定です。多くの先
生方とお会いできるのを楽しみにしております。御参
加のほどよろしくお願いします。

また翌日は田邊杯ゴルフコンペが秋晴れのなか、井
上慎一副会長のご準備の下に開催されました。遠方か
らのご参加もあり、笑顔が絶えない楽しいラウンドで
あったと思います。来年度も盛大な同門会総会および
田邊杯ゴルフコンペが開催できるよう準備して参りま
すので、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたし

令和５年11月５日、第28回田邊杯がいずも大社カン
トリークラブで開催されました。好天に恵まれ11名の
先生方に御参加いただき大いに盛り上がりました。

後藤泰利先生が前人未踏の田邊杯４連覇を成し遂げ
られました。好不調の波が大きいゴルフにおいて４連
勝はまさに偉業です。 本当におめでとうございます。
ドラコンは梅野哲弘先生、北村順先生、ニアピンは梅
野哲弘先生、後藤泰利先生、森田祐介先生、山口直人
先生が獲得されました。山口県からはるばる御参加い
ただいた梅野哲弘先生はドラコン／ニアピンの２賞を
獲得、ショットメーカーの実力を発揮されました。

御参加頂いた全ての先生方、今回も貴重な楽しい時

第28回第四内科田邊杯ゴルフコンペ結果報告
同門会ゴルフ幹事  井上 慎一

順位 競技者名 out in GROSS HDCP NET

優　勝 後藤　泰利 45 41 86 13.2 72.8

準優勝 井上　慎一 43 42 85 12 73

３位 森田 　祐介 49 48 97 19.2 77.8

４位 梅野　哲弘 58 50 108 30 78

５位 佐藤　秀俊 54 54 108 30 78

６位 北村　　順 49 45 94 15.6 78.4

７位 佐藤　寛大 45 52 97 18 79

８位 山口　直人 52 56 108 28.8 79.2

９位 田邊　一明 58 66 124 44.4 79.6

10位 波多野　淳 76 80 156 50 106

11位 竹内　健悟 87 85 172 50 122

山口先生、竹内先生、森田先生

恰好だけはターガー・ウッズ
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2023年10月に横浜で開催された心不全学会の企画で元サッカー日本代表監

督の岡田武史さんの特別講演がありました。現在は J リーグに所属するFC今治

の会長をされています。岡田さんの講演は、サッカーファンとしてはたまらな

いものでした。特に２度のワールドカップ日本代表監督や国内外のチームの監

督として率いたリーダー論は共感するところが多く、参考になりました。悩み

抜いたメンバー選考や育成についての経験談はくぐり抜けた困難が多かったか

らこその説得力がありました。「人が成長するのはプレッシャー、困難を乗り

越えた時、そのプレッシャーがかけられない社会になってしまった」。稲盛和

夫さんの言葉に“小善は大悪に似たり、大善は非情に似たり”があります（信

念もなく部下に迎合する上司は、一見愛情深いように見えるが、結果として部

下をダメにしていく。逆に信念をもって厳しく指導する上司は、けむたいかも

しれないが、長い目で見れば部下を大きく成長させる）。しかし、そのプレッ

シャーをかけたらこちらがアウト。これからの人はどうやって成長するので

しょうか。難しい時代になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　（田邊）

島根大学医学部内科学講座内科学第四

〒693-8501 島根県出雲市塩冶町89-1
電話（0853）20-2206（医局資料室ダイヤルイン）

Fax（0853）20-2201（医局資料室）
循環器内科ホットライン　070-5672-8109

URL: https://www.med.shimane-u.ac.jp/internal_med4/index.html

循環器内科・腎臓内科

編 集 後 記
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